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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2012-55531(P2012-55531A)
【公開日】平成24年3月22日(2012.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-012
【出願番号】特願2010-202561(P2010-202561)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   8/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月5日(2013.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　　　Cout(i) = Cout(i-1)＋(1－Aout(i-1))・A(i)・C(i)・S(i)　　　－(1)
　　　Aout(i) = Aout(i-1)＋(1－Aout(i-1))・A(i)　　　　　　　　　－(2)
　　　A(i) = Opacity[C(i)]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －(3)

　C(i)は作成される2次元投影面上のある点から3次元断層画像を見た場合、視線上i番目
に存在するボクセルの輝度値である。Cout(i)は、出力されるピクセル値である。例えば
、視線上にNボクセルの輝度値が並んだとき、i =0～N-1までを積算した輝度値Cout(N-1)
が最終的に出力されるピクセル値となる。Cout(i-1)はi-1番目までの積算値を示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　Cout(i)、Aout(i) は、ともに0を初期値としている。上記(2)に示されるように、Aout(
i)はボクセルを通過するたびに積算され1.0に収束される。よって、上記(1)に示されるよ
うにi -1番目までの不透明度の積算値Aout(i-1)がおよそ1.0となった場合、i番目以降の
輝度値C(i)は出力画像に反映されない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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